
 

 

 

パネルディスカッション『生活をみるとは』          

  平成 30年 6月 28日（木） 

今年度も、3名の異なる職種の専門家をお招きし、『生活をみるとは』をテーマにパネルディスカッシ

ョンを行いました。 一人の患者に対し、それぞれの職種がどのような視点からどう関っていくかとい

うことや、他職種がどうのように連携していかなければならないかということについてお話いただきま

した。 

  

 

 

 

 

看護・社会学の立場から   社会福祉学・ソーシャルワークの   リハビリテーション学 

立場から              ・ケアマネジメントの立場から 

 パネルディスカッション 

『外来や地方の小規模病院・診療所で求められる看護活動の実際』 
平成 30年 11月 14日（木） 

小規模病院に勤務する看護師を講師に迎え、『医療療養型病院における看護の役割』『小規模病院～地

域で活躍する地元ナース』をテーマにご講義いただきました。地域医療の実際や在宅への移行等、小規

模病院の現状を知ることができ、学生からも沢山質問があり、活発な意見交換がありました。 

ジェネラリズム看護論 講義の様子 


